
（第１回地域戦略検討会） 

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」とは  

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」世話人会・事務局 

熊本学園大学水俣学研究センター 藤本延啓 

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム 

第16回課題検討会のお知らせ 

「負の遺産」としての水俣病事件をベースに、人間としての生き方、日々の暮らし、地域社会（教育、環境、福祉、

経済、政治など）のあり様を問い直そうとする市民、ＮＰＯ、研究者、民間事業者、行政職員など多様な関係者

の"出会いの場、学習の場、討議の場"であり、また、"新たな価値（生活文化）を

創造する「場」"として位置づけられた舞台（プラットフォーム）です。 熊本学園大学 
KUMAMOTO GAKUEN UNIVERSITY 

基調報告  橋 爪 健 郎 氏  

事例紹介  松木幸蔵 氏 （水俣市総合経済対策室次長） 

           川野恵治 氏 （水俣市環境モデル都市推進課長） 

 日時 2010年 4月26日(月)19:00～21:00 

場所 熊本学園大学 水俣学現地研究センター 
       水俣市浜町２－７－１３（水俣市公民館裏、婦人会館向かい） 
        TEL・FAX 0966-63-5030  

会の終了後に懇親会を予定しております。こちらにもぜひご参加下さい。 

ブ
ロ
グ
「P

o
e
t
a

 
D
o
c
t
u
s

」
よ
り
画
像
転
載 

地域における 
エネルギー自活 
について考える 
今回の地域戦略プラットフォーム課題検討会は、川内原発反対の活動を30年あまりにわ

たって継続され、デンマークの「循環エネルギー」に関する調査を重ねるなど、原発の危

険性や自然エネルギーへの造詣が深い、橋爪健郎氏をお招きしてお話しをうかがいます。 


